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平成30年度(見込み）

産業振興センター

1
産業振興センター管理運営
事業
【札幌市受託事業】

・セミナールーム等利用促進のためのＰＲ（ＨＰ
の更新含む）

・スタートアップ・プロジェクトルーム入居者の
発掘及び入居者への経営相談等支援

・セミナールームの稼働率：80％以上

・スタートアップ・プロジェクトルーム入
居率：80％以上

・利用者アンケート満足度：90％以上

・創業及び新たな事業分野への進出
の促進

・企業活動を支える人材の育成によ
る企業経営力の強化

一般財団法人さっぽろ産業振興財団　　平成31年度事業計画・目標一覧

所
管

番
号

事　業　名

・創業塾等：１８回／年

・起業道場：４回／年

・経営者向けセミナー等：１０回／年

・人材育成セミナー：30回／年

・創業塾等：１８回、延３４５名参加

・起業道場：４回、延４２名参加

・経営者向けセミナー等：１０回、延４０６
名参加

・人材育成セミナー：３０回、延７０６名参
加

・創業者向けセミナー受講生のスター
トアップ・プロジェクトルームへの入
居

・ニーズの高い、中小企業の人材育成
のためのセミナーの拡大

平成31年度

※ 平成30年度は、札幌市において指名見積
合せを執行した結果、他団体が受託したた
め、未実施

・新たな女性起業家の発掘

2
中小企業経営セミナー等事
業
【札幌市補助事業】

・創業者向けセミナー、経営者向けセミナー等の
開催

・起業道場（6コマで１シリーズ完結）の開催

今後の方向性（概ね5年）
支出予算額

（前年度支出予算額）
（単位：千円）

・セミナールーム稼働率：80％

・スタートアップ・プロジェクトルーム入居
率：65％

・利用者アンケート満足度：83％(上期）

・セミナールーム稼働率、スタート
アップ・プロジェクトルーム入居率の
向上

・札幌の産業振興拠点としての機能
発揮

・地域を代表するような企業の輩出

・平成31年度以降は、札幌市から事
業を受託できた場合に事業を実施

4
札幌ベンチャーグランプリ
事業
【札幌市受託事業】

・地域経済をけん引するベンチャーの表彰件
数：６件

・地域経済においてロールモデルとな
る起業家の発掘

－（Ｈ30年度で事業終了）

女性起業家交流会実施事業
【札幌市受託事業】

・札幌市内で活躍する女性起業家と起業を目指す
女性の交流の場を創出し、市内の創業の促進につ
なげる。

・女性起業家交流会：参加者７０名

・市内企業のニーズや課題の把握、潜
在的ニーズの掘り起し

・食関連産業やものづくり企業の新
たな取組の創出

・関係団体とのネットワークの拡充
による連携の強化

5 ベンチャー育成事業
【札幌市補助事業】

・前年度のSAPPOROベンチャーグランプリ表
彰受賞者への経営支援、資金繰り支援

・事業化、ビジネスアイディアの実現に向けた集
中的な経営サポートを実施

・ハンズオン支援：６件／年 ・ハンズオン支援：6件／年
・地域経済においてロールモデルとな
る起業家の輩出

・市場ニーズ、販路を踏まえた２次産業者と３次
産業者の連携による商品開発支援

・道内の１次産品の情報収集、道内２次産業者と
市内３次産業者の課題の把握と解決に向けたマッ
チング支援

・食関連企業の総合的なマッチングイベント（道
内ものづくり企業と市内３次産業者等）の開催

・食品開発のための補助：５件採択／年

・展示商談会等出展による支援：4回／年

・マッチングイベント開催：1回／年

・６次産業活性化のための補助：5件採択／年
（うち１件、事業中止）

・展示商談会等出展による支援：5回／年

・マッチングイベント開催：1回／年

・北海道の農水畜産資源を「原料」と
して供給する形態から、「商品」化し
付加価値をつけて製造・販売する形態
への構造転換の推進

・市場ニーズや販路を踏まえた商品開
発の支援

・地域経済におけるオンリーワン企
業としての存在感を発揮

6
中小企業ネットワーク構
築・推進事業
【札幌市補助事業】

・中小企業や関係団体とのネットワークの構築に
よる実効的なコーディネートの実践

・WEBサイト「さっぽろ産業ポータル」の運営

・企業訪問によるコーディネート：100
件／年

・さっぽろ産業ポータルアクセス数：58
万／年

・企業訪問によるコーディネート：100件／
年

・さっぽろ産業ポータルアクセス数：55万／
年

・企業訪問件数：1,300件／年

・企業の商品開発レベルの向上

・食品加工業の成長・拡大と地元企
業による輸出を含めた販売力強化

・道内食料産業の付加価値の向上

・道産食品のアジア諸国での販路拡
大、ブランド力の向上

・北海道ブランドの拡大・認知を
きっかけとしたインバウンド増

・支援先における輸出関連業務の自
走化

・食品のグローバル化に対応した製
造品質、衛生管理の向上

8 食品海外販路拡大支援事業
【札幌市補助事業】

・アジア諸国における道産食品の輸出活性化に向
けた支援

・各国マーケットの需要及び受入状況調査、道内
サプライヤーの状況把握、効果的な商談が見込め
る商材の発掘

・台湾ＣＯ配置による、台湾への輸出拡大

・食品の競争力強化に向けたHACCP等の認証取
得支援

・貿易関連相談件数：320件／年

・商談サポートによる輸出額：160,000
千円

・HACCP等の認証取得のための補助：7
件採択／年

・貿易関連相談件数：300件／年

・商談サポートによる輸出額：160,000千円

・仕向地ごとのマーケットに即した戦
略的な販路開拓、商流構築

・輸出商材の発掘

7

食品開発支援事業
【札幌市補助事業】
（旧：６次産業活性化推進
事業）
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成30年度(見込み）所
管

番
号

事　業　名
平成31年度

今後の方向性（概ね5年）
支出予算額

（前年度支出予算額）
（単位：千円）

21,300
（ 21,300 ）

4,427
（ 4,427 ）

5,900
（ 5,800 ）

1,000
（ 2,000 ）

15,500
（ 15,500 ）

105,560
（ 26,120 ）

0
（ 20,000 ）

0
（ 50,000 ）

0
（ 10,440 ）

1,850
（ 0 ）

・映像制作助成金採択件数：1５件（映画・ド
ラマ：３件　国際共同制作：6件　海外プロ
モーション：5件　ドキュメンタリー：1件）

・起業希望者向け講座：3回

・コワーキングスペース訪問：２回

・起業希望者向け講座：5回

・起業家訪問セミナー：４回

・コワーキングスペース訪問：3回

・幅広い創業マインドの醸成

市内企業へのIoT等生産性向上ツール
の導入率の向上

ー

・財団で実施している創業者向けセ
ミナーへの誘導

・入居企業の成長による市内の新産
業発展

9 輸出仕様食品製造支援事業
【札幌市補助事業】

・輸出国に適合した食品開発支援

・仕向地におけるマーケティング活動の支援

・輸出仕様食品開発のための補助：10件
採択／年

・輸出仕様食品開発のための補助：10件採択
／年

・年度内の販売実績に繋がる即効性の
ある支援体制の充実

・補助金採択企業間の連携による相乗
効果の創出

・ものづくりセミナー：1回／年

・成果発表会：１回／年

・中間報告会：１回／年

・製品開発プロデューサー及びアドバイザー
による支援：３社／年

「デザイン戦略」の必要性の周知と普
及

・ものづくり企業における製品開発
力や競争力の強化によるものづくり
産業の振興

・市内企業の海外への販売力強化

・北海道ブランドのさらなる定着

10
北大ビジネスインキュベー
ション支援事業
【札幌市受託事業】

・インキュベーションマネージャー1名の派遣に
よる施設入居企業に対する経営支援

・経営アドバイス、マッチング件数：80
件／年

・情報提供件数：1,500件／年

・経営アドバイス、マッチング件数：70件／
年

・情報提供件数：1,500件／年

・潜在的な入居企業の発掘
・時代に応じた入居者支援の実施

11
デザイン活用型製品開発支
援事業
【札幌市補助事業】

・ものづくり企業の製品開発等の支援

・ものづくりにおける「デザイン戦略」活用に向
けた普及啓発

・専門家等による製品開発から販売戦略までの一
貫的支援

・ものづくりセミナー：1回／年

・成果発表会：1回／年

・中間報告会：1回／年

・製品開発プロデューサー及びアドバイ
ザーによる支援：3社／年

13
小規模企業向け製品開発等
支援事業
【札幌市補助事業】

・小規模ものづくり企業向けの製品開発・販路拡
大支援

・ものづくり企業における課題（製品開発、行政
に求める支援策等）把握

・製品開発のための補助：5件採択／年

・ものづくり企業等への企業訪問：350
件

起業志望者向け講座事業
【札幌市補助事業】

・起業の裾野を広げるため、起業に関心のある方
に気軽な学びの場を提供し、起業に向けた第一歩
を踏み出すきっかけを与える。

・ものづくり企業の課題のさらなる発
掘

・企業間連携構築に向けたさらなる取
組

・市内ものづくり関連企業の革新的
な新製品・新技術の開発支援による
ものづくり産業の付加価値向上

・地域を支える魅力ある企業への成
長を促すための企業間連携の構築

12

17

16

14

18 IoT等生産性向上推進事業
【札幌市補助事業】

・製品開発のための補助：7件採択／年

・採択先へのハンズオン支援

・ものづくり企業等への訪問：280件

映像産業振興事業
【札幌市補助事業】

・市内製造業向けのIoT等の活用による生産性向
上セミナーの開催

・IoTツール紹介のための見本市への出展

・IoT等生産性向上セミナー：１回

・ものづくり等見本市に出展：1回
H31年度新規事業

15 フィルムコミッション事業
【札幌市補助事業】

・特区通訳案内士、映像コーディネー
ター制度の更なる活用

・他産業との更なる連携

映像関連産業の振興とともに、映像
のプロモーション効果を活かした観
光客の誘致や道産食品の海外輸出な
ど、多様な産業への波及効果を産み
出すことによる地域全体の活性化を
推進する。

－

・国際共同制作促進にむけた取り組み（国際企画
提案会議等の実施、助成金活用による制作支援）

・国内外からのロケ誘致の促進による札幌の魅力
発信やボランティアエキストラ登録制度等の活用
によるシビックプライドの醸成

・映像の力を活用した他産業へ波及効果の創出

・映像コンテンツの販路拡大に向けた支援や、映
像関連人材の育成による映像産業の基盤強化

・誘致した映画・ドラマの件数：３件

・ボランティアエキストラ登録数：3,000
名

・映像制作助成金採択件数：20件

・国内外映像見本市への出展：３件

・国内外映像見本市での商談件数：300
件

・ロケ誘致をした映画「こんな夜更けにバナ
ナかよ　愛しき実話」等を活用したシティプ
ロモーションの実施

・国際共同制作案件組成のためワークショッ
プ（５回）、国際企画提案会議（国内1回、国
外1回）を実施

・学生映像コンテスト、ドキュメンタリー講
座、札幌映像コーディネーター勉強会の実施

－

映像制作補助事業
【札幌市補助事業】

・事業者のニーズに応じた運営

・他産業との更なる連携

・札幌・北海道映像制作会社のコンテ
ンツ販路拡大

・他産業との更なる連携

・映画「こんな夜更けにバナナかよ　愛しき
実話」のロケ撮影誘致

・ボランティアエキストラ登録数：2,850名
（平成31年1月末現在。平成29年度末：
1,690名）

－

映像コンテンツ販路拡大事
業
【札幌市補助事業】

・FC機能の更なる拡充

・他産業との更なる連携
（H31年度から映像産業振興事業に統合）

（H31年度から映像産業振興事業に統合）

（H31年度から映像産業振興事業に統合）
・東京（10月）、シンガポール（12月）、
アメリカ　マイアミ（1月）、香港（3月予
定）でのコンテンツマーケットへ出展
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成30年度(見込み）所
管

番
号

事　業　名
平成31年度

今後の方向性（概ね5年）
支出予算額

（前年度支出予算額）
（単位：千円）

26,850

（ 41,905 ）

・中小企業者等が抱える経営課題解決に向けたア
ドバイザー派遣

・創業・雇用創出支援資金の事後フォローアップ
による継続的な支援体制の構築

・経営相談窓口による経営支援の強化、各種制度
融資等の活用に関する提案

・アドバイザー派遣：10日（企業数5
社）／年

・企業訪問による事後フォローアップ：
125件／年

・経営・融資相談件数：4,500件／年

26,850

・アドバイザー派遣：10日（企業数:5社）／
年

・企業訪問による事後フォローアップ：150
件／年

・経営・融資相談件数：4,500件／年

・広報強化による利用促進

・斡旋先への事後フォローの徹底、優
良先の発掘

・「さっぽろ創業支援プラザ」の利活
用

・創業・雇用創出支援資金並びにセーフティネッ
ト認定申請に係る適切な相談・融資受付

・中小企業者等が抱える高度な経営課題・相談に
対応するため、専門家派遣の実施

・女性中小企業診断士による女性向け起業前・起
業後の経営支援

・市内金融機関へのセンター事業の広報活動の実
施

・融資あっせん件数：120件／年

・専門家派遣：20社（40日）／年

・女性中小企業診断士による女性向け起
業・経営相談窓口　52日/年

・金融機関訪問店舗:180店/年

（ 37,800 ） ・融資あっせん件数：50件／年
・セーフティネット認定申請受付件数:180社/
年
・【国との協力事業】専門家派遣：5社（12
日）／年

・「さっぽろ創業支援プラザ」で相談対応
52日／年

・金融機関訪問実施店舗:200店/年

・専門相談員のスキルアップ及び広報
強化による利用促進

・国の制度の積極的な活用促進

・女性起業家への周知徹底を図る

・広報強化による利用促進

0
（ 1,005 ）

0
（ 3,100 ）

225,993

（ 324,601 ）

68,200
（ 70,415 ）

41,545
（ 37,266 ）

39,076
（ 37,776 ）

・広報強化による利用促進 －・商圏分析(出店くん)：0社／年

中小企業支援センター

1 中小企業支援センター事業
【札幌市受託事業】

　

・国や札幌商工会議所などの専門家
派遣との連携

・「さっぽろ創業支援プラザ」の相
談体制強化

・さっぽろ産業ポータルサイト・メ
ルマガや税理士、行政書士情報など
を活用した創業支援資金等の広報強
化

・中小企業者への円滑な資金調達の
支援と質の高い経営支援

・他中小企業支援機関との連携強化
による有効な情報提供

・女性起業家への創業支援による創
業の拡大

・各センター事業の周知・利用促進
のための機能発揮

2 商圏分析事業
【財団自主事業】

（Ｈ30年度で事業終了）

2 技術開発室支援事業
【財団自主事業】

1

3 さっぽろ版事業者評価事業
【札幌市補助事業】

エレクトロニクスセンター

エレクトロニクスセンター
管理運営事業
【札幌市受託事業】

・AIやIoTなどの先進的IT技術を活用した、市内
IT企業が関わる新たなビジネスの創出や参画支援
など、産学官連携によるコンソーシアムの運営

・市内IT企業による先進的IT技術の社会実装に向
けた実証事業への支援

・地場のエンジニアを対象とした、先進的IT技術
を中心とした普及・啓発セミナー・イベントの開
催（Developers Festa Sapporo、ICT活用普及
促進部会、等）

・エンジニアの技術向上や保有技術のマネタイズ
を目的とした最新の先進的IT技術に関する研修の
開催

・AI人材育成講座（AI×経営入門編＆実践
編、初心者向けエンジニア育成：過去未受
講者対象）開催：延べ600名

・AI部会、ICT活用普及促進部会主催によ
るイベント開催（市内IT企業が関わる、AI
やIT技術のビジネス展開加速を目的）：延
べ5回程度

・先進的IT技術実証事業費補助金の実施
　＠5,000千円×2件採択

・先進的IT技術に関する研修（普及・啓発
セミナー・イベント）などの集客：延べ
600名

・最新技術研修参加者：延べ300名

・広報強化による利用促進

・AIを活用したモデル事業実施：3件

・AI人材育成（プランナー、エンジニア初心
者）プログラム実施（1.5h／回を全22回開
催）：延べ700名

・先進的IT技術実証事業費補助金：2件採択
（応募7件）

・最新技術に係る普及・啓発セミナー・イベ
ント集客：延べ約550名
（ICT活用普及促進部会、Developers
Festa）

・最新の開発技術に関する研修参加者：延べ
330名

・新技術を活用し、時代のニーズを踏
まえたビジネスをデザインできる高度
なIT人材の継続的な育成と最新技術の
社会実装をリードしていくIT企業の支
援と継続的な育成

・最新技術トレンドを捉えたより実践
的な技術研修の実施

・AI、IoTなどの先進的IT技術に長けた
市内IT技術者の確保と育成

・先進的IT技術を活用した、自社ビジ
ネスの展開・横展開を核とする市内IT
企業の増加及びライトアップ強化

・年度末入居率：70%超（技術開発室） ・年度末入居率：60.7%（技術開発室）

－

3
IoT推進コンソーシアム事
業
【札幌市補助事業】

・評価報告書：0件/年

・実証実験の場としての利用等、エ
レセン・テクノパークの新機能の提
示・活用

・改修工事終了後の施設のPR

・技術開発室の入居率の維持・向上、
特に技術開発室Ｂ（ウェットラボ）へ
の入居企業の誘致

・地域から次々と新しい技術や価値
が連続的に生み出される仕組みの形
成

・市内IT企業が関わる、札幌発とな
る多数の新製品・新サービスの創出

・最新の技術・サービスを提供する
経営者・技術者のコミュニティの形
成

・IT（産業）が持つ魅力や社会貢献
などの情報発信

（Ｈ30年度で事業終了）

・会議室等利用促進のためのＰＲ

・技術開発室入居率向上のための誘致活動
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成30年度(見込み）所
管

番
号

事　業　名
平成31年度

今後の方向性（概ね5年）
支出予算額

（前年度支出予算額）
（単位：千円）

35,000
（ 35,000 ）

14,000
（ 14,900 ）

4,895
（ 6,087 ）

23,277
（ 23,941 ）

0
（ 99,216 ）

・平成34年度（2022年度）をメド
に自走化

・事業分野・事業領域の拡大

・（観光分野）参画事業者：28事業者

・「データ利活用促進検討委員会」会議の開
催（年５回）、検討結果報告書作成

・IT企業と食・バイオ関連企業を結び
付けるコーディネーション力の不足

・互いが連携することの意識の醸成

・医療バイオ分野の企業とのコネク
ションの不足

・食バイオ関連企業ヒアリング調査：5件

・バイオ企業×IT企業の意見交換会：1回開
催、IT企業3社参加

・バイオインフォマティクスセミナー（IT、バ
イオ関連企業向けのセミナー）開催

・補助金の交付
　　研究開発補助：2件（計2,098千円）

8
ICT活用プラットフォーム
機能拡充事業
【国間接補助事業】

・データ利活用の促進及びプラット
フォーム運営の自走化に向けた議論の
本格化

・参画事業者の拡大

7
ICT活用プラットフォーム
関連事業
【札幌市補助事業】

・H29年度に構築した「札幌市ICT活用プラット
フォーム」の維持管理及び運営

・官民が保有するデータのオープン化の促進

・データを利活用した新たなビジネスや価値の創
造を推進

・（観光分野）参画事業者：55事業者

・運営組織の立上げ

・IT業界全体のリーディング・カン
パニーとなる市内IT企業の育成

・IT技術活用による新しい製品や
サービスが創出される環境の醸成

・様々な産業分野と市内IT企業と
の、シナジー効果による札幌発とな
る新サービス及び新サービスの創出

・セミナーやマッチングの結果のフォ
ローアップ

・他産業企業との効果的なマッチング
につながるIT化のニーズ調査及び掘り
起しの実施

・ITコーディネータとのさらなる連携
強化によるユーザ企業の戦略的IT投資
の促進

・IT技術を核とした自社ビジネス創出
に向け積極的に取り組む市内IT企業の
ライトアップ強化

・新技術活用の事例紹介セミナー：１件

・市内IT技術者を対象とした交流会（ワー
クショップ）：1件

・学生・若年層向けプログラミングイベン
ト参加者：延べ50名×2回程度

・次世代の新技術に係る情報収集と、
市内IT企業への迅速な展開

・若い世代をIT業界に引き込み、人材
として定着・確保していくか

・新技術を応用した新しいサービス
モデルの創出や、必要とされる人材
育成に資する機能の提供

・「札幌市ICT活用プラットフォーム」に購買
データの商品自動分類機能、インバウンドの
国籍別滞在者数予測、売上や施設来場者数の
予測等を行う高度分析機能を追加

－

5 IT－バイオ連携推進事業
【札幌市補助事業】

6 ITイノベーション推進事業
【財団自主事業】

4 IT利活用ビジネス拡大事業
【札幌市補助事業】

・市内IT企業向け実践的研修の開催：3件（5
回シリーズ×3セット開催）

・新技術活用の事例紹介セミナー：１件
　（BCP、サイバーセキュリティ等）

・市内IT技術者を対象とした交流会（ワーク
ショップ）：1件

・IT-バイオ連携セミナー：2回開催
　参加企業数：IT企業・バイオ企業延べ
20社

・バイオ企業ヒアリング：5社程度

・視察会・意見交換会：2回開催、
　参加企業数：IT企業延べ20社

・補助金の交付
　 研究開発補助：3件（計6,500千円）
　 IT利活用補助：2件（計4,500千円）

・IT利活用ユーザ企業向けセミナー（札幌
イノベーションセミナー等）　参加者：
400人

・ニーズ調査対象：食・観光を支える分野
（運輸、建設なども含む）10～15社程度
（交流会：IT企業及び他産業分野の企業が
数社程度参加する小規模ディスカッション
形式）

・ITコーディネータの活用等も含めた、IT
企業とユーザ企業のマッチング：10件程
度

・IT利活用促進事業費補助金
   2,000千円×5件採択

・ITビジネス創出支援事業費補助金
　3,000千円×3件採択

・IT利活用拡大の啓蒙普及セミナーや、IT技術活
用によるビジネスイノベーション事例の紹介セミ
ナーを開催

・市内IT企業と他産業分野の企業とのマッチング
を最終目的とした、IT利活用ニーズ調査及び交流
会の開催

・IT利活用促進に向けたユーザ企業向け戦略的IT
システム開発費の補助

・IT企業が新たなサービスや製品を開発・展開す
ることを目的とした事業実施に関する費用の補助

・市内IT企業と食・バイオ関連企業
の連携がもたらす、IT利活用の促進
及びモデルケースの創出

・機能性食品となりうる新素材の発
掘など、IT企業と食・バイオ関連企
業による共同研究の開始

・医療バイオ分野の企業と先進的IT
技術を擁する企業との連携の実現

・IT利活用ユーザ企業向けセミナー：延べ3回
約400名参加

・ニーズ調査対象：運輸8社、建設8社
上記調査対象とIT企業による交流会：IT15社
参加

・ITコーディネータ活用等によるIT企業とユー
ザ企業のマッチング：11件

・IT利活用促進事業費補助金：7件採択（応募
15件）

・ITビジネス創出支援事業費補助金：3件採択
（応募3件）

（Ｈ30年度で事業終了）

・今後注目すべき新技術やITを活用したイノベー
ション事例などの調査及びモデル事業の実施

・市内IT企業の海外展開等のイノベーティブな活
動の支援

・学生や若年層を対象としたプログラミングな
ど、IT業界に興味を抱かせる啓発セミナーの開催

・ITと食・バイオの連携に係るセミナーの開催

・ITと医療バイオの連携に係るセミナーの開催

・IT企業と食・バイオ関連企業とのマッチングを
促すため、バイオ企業の視察会や勉強会の開催。
フォローアップとしての意見交換・企画提案の場
を設ける（バイオ系企業とのコネクションを持つ
コーディネータの協力・助言を仰ぐ）

・ウェットラボ入居企業を対象とした、研究開発
やIT利活用に係る補助金の交付
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成30年度(見込み）所
管

番
号

事　業　名
平成31年度

今後の方向性（概ね5年）
支出予算額

（前年度支出予算額）
（単位：千円）

64,049

（ 72,353 ）

30,049
（ 26,824 ）

26,634
（ 30,893 ）

7,366
（ 14,636 ）

1,000

（ 1,000 ）

1,000
（ 1,000 ）

ＩＣＣ施設管理運営事業
【札幌市受託事業】

・クロスガーデン利用者数：月平均400
名

・クリエイティブルーム入居率：85％

インタークロスクリエイティブセンター（ＩＣＣ）

1

・「地域の魅力と人の活力が創り出すチャレンジ
都市さっぽろ」実現に向け、営業力（企業支援）
強化、施設にぎわい、働き方改革、人づくりの４
つのプロジェクトの推進

・プロモーションツールの作成

・情報産業スクエアスペース定期的な展示
変更による情報発信力の強化

・リモートデスクトップツールの継続導入

・高校生向けプログラミング教室の実施

・各プロジェクトの継続的・発展的
な推進

・新たな課題に対する新規プロジェ
クトの立上げ（既存のプロジェクト
の見直し）

・クリエイターの人材育成に向けたセミナーや
ワークショップ、イベントの開催

・市内の学生やOBを中心とする若手クリエイ
ターが自発的、自主的に企画・実施するクリエイ
ティブイベントに対する支援

・札幌・北海道におけるスタートアップ支援及び
オープンイノベーションの推進を図る「Open
Network Lab HOKKAIDO」への運営支援

1 財団プロジェクト推進事業
【財団自主事業】

・施設利用促進のためのＰＲ

・1階クロスガーデン（情報発信スペース）を活
用したセミナー、イベントの企画・実施

・有効なプロジェクトの発掘・登録促進

2

クリエイティブ産業振興事
業
【札幌市補助事業】
（旧：コンテンツ産業振興
事業）

財団プロジェクト

クリエイティブ人材育成事
業
【札幌市補助事業】
（旧：コンテンツ人材育成
事業）

・登録プロジェクトのビジネス化促進

・プロジェクト間の情報交換および融
合

・協業によるモデルケース、新規プロ
ジェクトの創造・創出

・札幌のクリエイティブ産業の振興
拠点となる各種事業の実施

・ICCを拠点とする高い競争力を持つ
札幌のクリエイティブ産業の確立

・国際的な市場開拓のためのネット
ワーク形成

・プロモーションツールの作成や名刺情報の
共有化による連携の強化

・リモートデスクトップツールの導入による
隙間時間の活用

・高校生向けプログラミング教室の実施

・新たな課題の発掘とプロジェクトの
創出

3

・国内外で活躍できるクリエイティブ
産業に係わる人材の輩出

・スタートアップを志す母数の拡大、
コミュニティ形成

・学生やクリエイターのクリエイティブス
キルの向上、ネットワーク拡充、クリエイ
ティブ産業の裾野拡大

・新たな企業や雇用を生み出す成長企業の
創出

・「Startup Base U18 in 札幌」、「映像編
集ワークショップ」、「デジタル工房ワーク
ショップ」、「IT・プログラミング体験会 in
札幌」を開催

・アクセラレータープログラムの実施のほ
か、クロスガーデンでのキックオフイベント
やセミナー、ミートアップイベントの開催な
ど「Open Network Lab HOKKAIDO」に
活動の場を提供

・クロスガーデン利用者数：月平均430名

・クリエイティブルーム入居率：５０％

・クロスガーデンのイベント利用のス
ケジューリング等、円滑な運用

・クリエイティブルームの入居促進

・有効なプロジェクトの集積

・クリエイター支援及び他産業企業向けクリエイ
ティブ活用の普及啓発に資するセミナー、ワーク
ショップ、イベントの開催

・クリエイター等と他産業企業の連携による製品
やサービスの高付加価値化やコンテンツ関連市場
の拡大、他産業企業のクリエイティブ活用の普及
啓発を目的とした、クリエイティブ活用を促進す
る補助事業の実施

・クリエイター向けセミナー・イベント
（5回以上）：30人/回

・企業向け・市民向けクリエイティブイベ
ント（3回以上）：30人/回

・プロジェクト発信イベント（1回以
上）：30人/回

・No Maps と連携した取組の実施

・クリエイターと他産業の連携によるクリ
エイティブ活用を促進する補助金の交付：
1,000千円×4件

・クリエイター向けセミナー・イベント：5回
開催

・企業向け・市民向けクリエイティブイベン
ト：5回開催

・プロジェクト発信イベント：1回開催

・No Maps への出展

・コンテンツ活用補助金交付：4,000千円
　（応募7件、採択4件）
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